
工法名： コンクリート圧送管分岐配管工法 No. 2018-躯体（RC）-21

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 なし

コンクリート圧送管に分岐配管を設置し、１台のポンプ車で同時に２ヵ所打設
可能な工法。
分岐配管を使用する事により、同時に２箇所の打設ができ、シャッターバルブ
を閉めることにより、１箇所づつの打設も可能。打設前に配管を段取しておく
ことで、配管の段取替えの時間を削減可能。 特　徴

・
効　果

・
メリット

【工期】
・配管の盛替が少なくなる為、作業時間の短縮可能。
・打設数量の歩掛りが向上することによって１日の打設可能数量の増加が可
能。
【コスト】
・コンクリートポンプ工の手間が削減可能。
・１日の打設数量が増加するため、打継箇所数の低減により、コスト削減可
能。
【資材・労務】
・配管の盛替が少なくなる為、残コン処理の手間及び材料費が削減可能。
【品質】
・1日の打設数量が向上するため、打継の箇所数低減により品質向上が見込
まれる。

適用条件 圧送管の配管長さが長い場合や、狭い空間で配管が大変な場合に有効。

Phase5(施工）

メーカー等 ライネックス株式会社

備　考 　――――

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

分岐配管コンクリート打設状況

シャッターバルブ

ポンプ車

分岐配管

通常の打設範囲

分岐配管工法の打設範囲


